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   ４．環境目標･活動計画とその実績

4.3  2013年度の活動内容と評価 <続き>

  6） 環境保全活動 <続き>

   新潟工場では、燕市 「みなみ親水公園」で草刈りと環境整備を行いました。

  ５．目標以外の主な取り組みと成果

       1) ５Ｓ委員の任命と活動の推進

  「５Ｓ運動」を継続的に推進するため、各工場・部門から選任されたメンバーを社長に任命していただき、

活動を推進して来ました。 この結果、工場内の整理整頓も進んで来ました。

       2) 事業継続管理(BCP)への取り組み

  地震等の自然災害や大規模災害発生時への対応として「事業継続管理：BCP」への取り組みを三つの

分科会に分かれて推進、災害発生時の復旧プログラムと対応策を4つのケースで構成しております。

       3）環境に配慮した設計レビュー

  新規開発製品において、環境に配慮した設計を加味したデザインレビューを行い、お客様へのご提案を

製造・使用上での環境付加低減に配慮したレビューへ展開を進めております。
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ご参加いただいたメンバーの皆さん

作業風景の一コマ

刈り取った草と集まったゴミ







《資料-2》  当社に適用となる主な環境関連法規制と遵守状況

法令・条令並びに業界規制、他で当社に適用される規制項目を情報収集して以下に抽出しており、

       その順守状況を確認しております。

駒沢 穂保 新潟 開発ｾﾝﾀ

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

－ － ○ －

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ － ○

○ ○ － ○

○ ○ － ○

○ ○ － ○

－ － ○ －

－ － ○ － 新潟県に報告

－ － ○ －
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適 用 さ れ る 事 項 (施設、物質、活動、等)

 廃棄物処理及び
          清掃に関する法律

浄化槽浄化槽法

シンナー、灯油 (危険物・可燃物)消防法

振動規制法

騒音規制法

適用される法規制
該当施設活動内容

廃棄物処理、法定設備の届出、
等

新潟県生活環境の保全等
　　　　　　　に関する条例

建屋施設の新築・増改修時に
　発生する建材、等の廃棄物

建設工事に係る資材の
　再資源化等に関する法律

営業車の廃棄時
新潟県使用済自動車の
　再資源化等に関する法律

一般廃棄物、産業廃棄物(金属く
ず、廃プラ、廃油、等)

新潟県産業廃棄物等の適正
な処理の促進に関する条例

長野市下水道条例

一般廃棄物、産業廃棄物 (金属く
ず、廃プラ、廃油、等)、特管廃棄
物

長野市廃棄物の処理
　　及び清掃に関する条例

騒音(振動)長野市公害防止条例

一般排水

フロン回収破壊法

ＩＰＡ・シンナー、等(指定物質)PRTR法

社有車廃棄時のリサイクル料自動車リサイクル法

３０人／５０人以上の事業所労働安全衛生法

空調機　(発生時)

対 応 と 確 認

発生時に処理
　　２０１３年対象無し

燕市に報告、管理

工事委託先に確認事項

一般排水のみ

マニフェスト管理
（長野市に報告）

境界で測定

発生時に処理

安全衛生委員会の開催

廃却時（表示済）

貯蔵・廃液の管理

ﾏﾆﾌｪｽﾄ発行管理
　　　　及び分別と監視

作業場内における切断・プレス加
工

(切断機、プレス機、コンプレッ
サー)

市への届出、法廷点検、
作業環境/騒音測定

届出・保守点検、等

使用量把握、

一般廃棄物、産業廃棄物
　　　　　(金属くず、廃プラ、廃油
等)



《資料-3》 数値目標と達成状況

２００４年より開始いたしました、環境への取組は、２００７年から「原単位目標」に移行して活動を進めてきました。　

　　１．ＣＯ２排出量２０１１年（第三期）からの電力の排出係数の変更に、新規設備投資での増加したため、化石

　　　燃料の使用を減らしましたが、クリアできませんでした。

　　２．廃棄物では、分別収集とリサイクル、他で減少しましたが、最近の製品での品質向上のため包装資材、他

　　　が増加傾向にあります。　更に、減量課、分別、リサイクルを推進して行きいます。

　　３．用水の使用量は、装置内での循環、リサイクルを順次進めて、順調に減少しております。今後は、手洗い

　　　等のみの使用量となりますので、使用量を把握しながら、監視項目としていきます。

基準値 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年

目標 584 579 1,050 517 503 623 620 617

実績 507 483 507 529 517 660 614 692

基準値 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年

目標 1,889 977 991 986 981 1,020 1,010 995

実績 977 937 995 1,121 1,015 1,124 1,200 1,175

基準値 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年

目標 41.70 19.70 12.30 12.25 12.13 12.00 11.89 11.77

実績 32.60 12.50 11.79 11.47 11.00 11.42 13.80 13.73

基準値 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年

目標 絶対良から 2.61 2.04 2.03 2.02 1.96 1.90 1.82

実績 原単位に切替 2.04 2.02 1.68 1.33 1.13 1.31 1.27
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排出回数の変更と
設備の増設でＵＰ

設備の増設でＵＰ

分別・リサイクル
で大幅に減少

再生と循環で大幅減

品質改善対策で増加

達成


